
大ヨークシャー種系統豚「フクオカヨーク」の造成

[要約］優良な＝Z茎主二種を基礎豚として、1985年から閉鎖群育種法で造成

を行い、発育が良く、背脂肪の厚さが適度でロース芯が大きく、繁殖能力・体型に優

れた雌系の系統厩「フクオカヨーク」が完成した。
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［背景・ねらい］

本県の養豚は標準化された品種組合せによる雑種強勢利用が定着している。しかし、同

一品種内でも個体により遺伝的に大きな差があるため、生産される肉豚の産肉性や肉質等

にバラツキが大きく、生産、流通及び加工の各段階で問題となっている。

そこで、計画的な品種間系統交雑により、斉一で経済価値の高い肉豚を安定的に生産す

るため、遺伝的斉一性に優れ、かつ能力の高い大ヨークシャー種雌系の「系統」を造成す

る。

［成果の内容・特徴］

①産肉能力

最終世代での１日増体量は、雄８２６９，雌７４９９と良好な成績を示した。背脂肪の厚さ

は雄1.6cm，雌2.6cmと適度な厚さに改良された。また、ロース断面積は雄20.7cm２，雌

20.6cm2と大きくなった（表１）。

②繁殖能力

最終世代生産時の母豚の繁殖成績は、初産でしかも１発情１回種付けであるにもかかわ

らず、平均産子数は9.5頭、育成率は91.5％、哨乳豚の発育も良好で、大ヨークシャー種

の母系としての繁殖能力の特性が十分発揮された（表２）。

③体型等

体幅と深みに富み、後躯が充実し、肢蹄が丈夫である。また、個体間のバラツキが少な

く、最終世代の血縁係数及び近交係数は22.0％及び8.1％となった（データ略）。

［成果の活用面・留意点］

①『フクオカヨーク」は、本県の銘卿柄豚生産の一代雑種基礎豚として活用する。

②「フクオカヨーク」飼養管理マニュアルを参考にして飼育する。
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[具体的データ］

表１産肉成績（昭和60-平成４年）

形 質 性篤唯代熟(墨捌

１日増体帥）慧蕊
±１０５

±８２

800

620

826±４９

７４９±６８

参考

大 分 宮 崎

734

688

805

735

背脂伽隣側慧謡
±０．２０

±０．３２

1.4１．６０±０．２２１．６

２．６２．６１±０．２１

1.6

2.9

ﾛーｽ断圃積(･鋤餓:：
±２．６

±２．５

2１

２２

２０．７±２．３

２０．６±２．０

2０．９

注）①１日増体量：雄は体重30kg～90kg、雌は生後90日～180日。

②背脂肪の厚さ：雄は体長1/2部位、雌は調査豚３部位平均。

③ロース断面積：調査豚の5-6胸椎間。

④参考：大分はブンゴヨーク、宮崎はハマユウＷ１とＷ２の平均。

表２繁殖成績（昭和60～平成４年）

１腹平均 子豚平均体重

1９．５

１９．６

世代
受胎分娩

率雌豚 産子哨乳離乳

育成

率 生時３週５週

第１世代生産時

最終世代生産時

87.5％５３頭8.9頭8.2頭6.9頭81.8％

9２．２３８９．５８．９８．１９１．５

1.2ｋｇ４．８ｋｇ7.6ｋｇ

１．２５．３８．７
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